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３．平成２６年度の研究の特筆すべき成果	
 

・ID	
 情報を秘匿したまま認証が可能なパッシブ型	
 RFID	
 タグチップの試作に成功	
 

プレスリリース：日経産業新聞ほか 4件、Webでの情報公開 3件	
 

・Torネットワークにける通信品質改善方式の提案とその有用性検証	
 

	
 ネットワーク通信におけるプライバシー保護技術 Tor の性能改善方法を提案し、その

実現可能性と有用性について評価を実施した．	
 

	
 

４．平成２６年度の研究成果の公表実績	
 

	
 	
 ・平成２７年２月２３日	
 -	
 ISシンポジウム第 19回「信頼性とシステム安全学」開催	
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５．外部資金の獲得状況	
 

(種別・種目・相手機関(企業)・研究題目・代表者名・直接経費額・間接経費額)	
 

1． 科研費（基盤研究(A)）日本学術振興会「次世代品質・信頼性情報システムの研究と
開発」代表者名	
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 900 千円(分担分)	
 

2． 科研費（基盤研究(A)）日本学術振興会「暗号ＶＬＳＩの電磁波セキュリティを確保
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4． 科研費（挑戦的萌芽）日本学術振興会「利用状況に応じた携帯端末向け個人認証の研



究」代表者	
 高田哲司	
 直接経費	
 900 千円、間接経費	
 270 千円	
 	
 

	
 

６．今後の研究発展	
 	
 

・	
 レーザーフォールト攻撃対策の研究を発展させ、科研費	
 基盤(A)の獲得を目指す	
 

・	
 当研究ステーションの Webページを作成する	
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Public-Key Cryptography Workshop (ASIAPKC2014), pp. 23–32, 2014. (Japan) 

 
	
 	
 「招待講演発表」：	
 	
 

	
 	
 	
 ・	
 Kazuo Sakiyama, “Fault Analysis for Cryptosystems: Introduction to Differential Fault 
Analysis and Fault Sensitivity Analysis,” Tutorial-4: Hardware Trust in VLSI Design and 
Implementations, Asia and South Pacific Design Automation Conference (ASP-DAC’15), 
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